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シャシ

国主要変更点

1. サスペシヨン仕様一部変更。

2. サスペシヨン構成部品図一部変更。（フロント，リヤ）

3. ステアリングに電動パワステ追加に伴い，主要諸元，構成図，整備要領を追記する。

4. ステアリングギヤボックスの組立て図中，識別色追記。

5. ステアリングギヤボックスの組立て要領一部変更。 ^

6. タイヤ公ホイール仕様一部変更。

7. タイヤ公ホイールの整備要領一部変更。

8. エンジンマウンティングシステム構成図一部変更。
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327 土 12

0,50 土 45,

取1±3

取1土 3

294 土 12

279 土 12

294 土 12

323 土 12

277±12

コ
イ
ル
ス
ブ

リ
ン
グ

式形

7
|
\形外

ス

5
ラ
イ
ザ

，シヨン

ネ

45



サスペンション

觀構成部品
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サスペンション

47



ステアリング 

ホイール

舵 角

外径（圓）

最大回転数

内輪（度)

外輪（度)

車両最小回転半径（⑴）

形 式

総 ギ ア 比

使用 グ リ ス

マニアル車 パワステ車

釣70

3.8 4-2

36° 257
1。30』 

一2。30』

33〇1〇,
4^ 10 30^ 
~ 2 0 30^

3.9

ラック公ピニオン

19.8 18.8 22.7

協同油脂ワンルーパ、30 
昭 石バリアントが2

転舵角
外輪 内輪

一4-2」ステアリング

国主要諸元

パワステ車

シス
テ
ム 
ギア
ボ
ッ
クス
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ステアリング

構成部品

ステアリングシャフト

単位：は-⑺

フロアカバー 

2.ユニバーサルジョイント 

スナッフ。リング

4. ストッパ

5. スブリングヮッシャ

6. ベアリング.

7. コラム0？

8. ユニバーサルジョイントカバ，

9. アッノぐーコラムカノ《一

10. ロアコラムカバー

11. ホーンブラシ

12. キーシリンダカバー

13. ステアリングシャフト

14. マルチユースレバー（ライト〉

10.マルチユースレバー（ワイハ。）

16.ステアリングホイール

X 3.5土0.5
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ステアリンク

ギアボックス

丁 11.5±1.01^-111

1. フロアカバー

2. トルクロッド

3. ラバーカップリング 

エアベントチューブ 

クリッブ

ブーツカハ，一 

クレビスピン 

キヤッスルナット 

ラバーキャッブ 
センタレバー

11. スリーブ

12. キャップ

13. ダストシール

14. ヮッシャ

15. ドラッグリンク

16. スペーサ

17. ステアリンギアボックス八55丫 

180ダストシール

19.タイロッドエンド（アウタ）

2〇.タイロッド

21.タイロッドエンド（インナ）
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ステアリング

整備要領⑴ステアリングシャフト（電動パワステ付) 
取外し

⑴バッテリのマイナス㊀端子を外す。

-------- ノ
\

ステアリングプーラ

〇 〇

㈠棚子 \

⑵ステアリングホイールのセンタパッドを取外す

センタパッド

⑶ホイール中央のナットを外し，市販工具ステアリ 

グプーラを使ってステアリングホイールをシャフト 

から引抜く。

注意

引抜く前にシャフトとステアリングホイールに合せ 

マークをつけておく。

マ---ク

は

7^
〇 〇

，〇：

ホイール取付ナツ

7

\

⑷ステアリングコラムカバーおよびノ、。ワステモータカ 

バーを取外す。

/

議

フラムカバ

フラムカバー.

〇

パワステモータカバ
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ステアリング

取外し



ステアリング

⑵ステアリングギヤボックス（ソ6卩) 

--------組立て-------------------------------------------

V。只ギヤボックス
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ステアリング

組立て

⑴オイルシールとスナップリングをピニオンにセット 

する。スナップリングは選択使用（4種類）となって 

いるため，交換する際は，旧品と同じ板厚（同色)の 

ものを使用すること。

オイルシールにはあらかじめグリースを塗布してお

⑵ボールベアリングをピニオンに圧入する。

ボールベアリングを圧入する時は，内輪に荷重のか

かるように行うこと 〇

⑶ギア側のスナップリングを付ける。

スナップリング

⑷ギアボックスユニット内のブッシュ八，及びピニオ
9

ン部のブッシュにグリースを塗布する

使用グリース 協同油脂17ンルーパ56 
昭和石バリアント]^2

⑸ラック摺動部及び歯谷部にグリースを塗布し，ラッ 

クをギアボックスに挿入する。

⑹ピニオン八33丫の歯谷部，及びスリーブ合せ面，ベア 

リングにグリースを塗布する0

使用グリース 協同油脂ワンルーバ5¢ 
昭和石バリアント]2

⑺直進状態の合せマークに注意しながら，ピニオン 

八35丫をギアボックスに取付ける。

注意

直進状態におけるピニオンフランジの位置がスリー

ブ穴中心線より右回り方向に25.6° 土 6°になる様

にする

25.6°土 6
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ステアリング

組立て

⑻オイルシール側のスナップリングを取付ける。

スナップリングが確実に装着されている場合にはス 

ナップリングがスムーズに回転するので点検するこ 

と。

オイルシール

⑼オイルシールを圧入する。

⑽ダイヤルゲージを用いて，ピニオン軸方向のすき間 

を測定する。

すき間限度 0.1111111

(11)ギアボックスにスリーブ，スプリングを組込んだ後， 

アジャスタスクリュにシール剤を塗布して締込み， 

ハへソクラッシュを調整する0

シール剤 スリーボンド#1102
奉 ‘

%

バックラッシュ調整要領

アジャストスクリュを0.51^-111のトルクで締め込み， 

次にその位置から1デ戻してロックナットでロック 

する。（このときスクリ，ュとシートのすきまは0.063 

11101となる〇 )

工具番号 工具名称

926230000 ロックナットレンチ

アジャストスクリュ締付トルク 0,5 土 0,051^-1X1

ロックナット締付トルク 4.0 土 0.51^8 -111

注意

，ロックナット締付時，アジャストスタリュが回転し 

ないようスパナ等で固定する。

⑽ラック…端の]^16ねじ部にシール済を塗布しスト 

ッハ。を締付ける0

シール剤 スリーボンド#1102

丁 7,5±2,0は-〇1
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腦車上点検
ブレーキペダルの点検.調整

くブレーキペダル高さの点検.調整〉

⑴エンジン停止状態で，間(於ふ1より）の寸法を測 

定する。

闩氐1 54-013

⑵ストップランプスイッチのコネクターを外し，ロッ 

クナットをゆるめて，ランプスイッチがブレーキぺ 

ダルのストッパーと接触しないようにする。

⑶オペレーティングロッドのロックナットをゆるめて， 

ロッドを回転させることによってペダルの高さを調

整する 〇

⑷ストッフ。ランフ。スイッチがブレーキペダルのストッ 

パーに接触した処から，.さらに1/2回転締込む。

⑸ストップランプスイッチのロックナットを締め，コ 

ネクターを接続させる。

くブレーキペダルの遊びの点検.調整〉

⑴エンジン停止状態でブレーキペダルを2〜3回踏み 

込み，ブレーキブースターの負压をなくした後，ぺ 

ダルを指で押し，重く感じられるまでの寸法を確認 

する。

-テイングロッドのロックナットをゆるめ， 

ロッドを回転させることによって遊びを調整する。

⑵オペレ

⑶ブレーキペダルの高さ及びストップランプの点灯を 

確認のうえ，ロックナットを締めつける。

くペダルの踏みのこりしろの点検.整備〉

⑴エンジン始動後，ペダル踏力30竑で踏み込んだ時の， 

八8間ぼほ. 2より）の寸法を測定する。

「は. 2 5 4-014

(2)踏みのこり代が基準値以下の場合，次の個所を点検 

する。

-ブレーキ系統へのエア混入 

#ブレーキのオートアジャスタ機構の作動

くブレーキフルードレべルの点検〉

⑴メータパネル右側のカバーを取って，リザーバタン 

クのブレーキフルード上面が「]V[IN」レベルから 

「1\^\乂」レベルの間にあるか点検する。

⑵ブレーキフルード上面が「⑽取」レベル以下の時に 

はフレーキフルードを補給する。

注意 パワステ用コントロールユニット

補給時は，フルードをタンク周辺にこぼさないよう， 

図のようにウェスを巻いて行うこと。

(リザーバタンクの下にパワステ用コントロールユ 

ニットがある）
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4—4 タイャ6ホイール

〔1〕タイヤ8¢ディスクホイール圓仕様タイヤとホイールの組合わせ

\ 車種

タイヤ \ディスクホイ ーノト\

トラック ノベ、ン トライ

350は積車 350は積車 2001^積車

キャブレータ⑺ん車
30車 キャブレータ⑺ん車 30車 [耵卿 1 

サンサンルーフ車 
[除く

左記以外
営農卿 左記以外

5.00-12-4？！^ 11^ 12x4,008スチール

#

5.00-12-機1112 (前輪）
6冊叮(後輪） 12父4,008スチーノレ

0

鲁

145^12-6？！^ IX 12x4,003スチール

0 0 #

1453尺12 12X4,008スチール 籲

1555^12 12X4,008スチール 參

135/95尺12 79/771^ 12X4,003スチール

鲁
ランバー 
ステー付車

八
0？

八
〇?

国整備要領（1)ホイール八55 丫 

------- 脱着点検.修正------------------------------------

く取外し〉
(1) フルホイールキャップ装着の場合は，ホイール 

キャップを取外す。（ホイールキャップの整備要領 

参照）

(2) ホイールナットをゆるめる（外さず）

(3) 車両をリフトアップする。

(4) ホイールナットを外してホイール八33丫取外す。

く取付け〉

ホイールのナット座面，ホイールナット，ハブボル 

卜に油脂などの付着がないこと。

(1) ハブボルトにホイールのボルト穴を合せる。

(2) ハブボルトにナットを仮組みする。
(3) ハブのガイド部にホイールのハブ穴を確実に合せ， 

手でナットを締付けられるところまで締込む。

(4) タイヤを回転させ位置を変えながら工具を用いて 

締め込む。（ホイールにがたがない程度に規定トルク 

以下のトルクで締め付ける。）

(5) タイヤを接地させ規定トルクで締め付ける。 

(ホイールをひずませないように対角線の順序に

2〜3回に分けて締め付ける。）

9.0土 1.01

(6)ホイールキャップを取付ける（外した場合)。

⑺ホイール交換およびパンク修理でホイールを脱着 

したときは，10001011走行時点で再度，規定トルクで 

増締めすること。

くスチールホイールおよびタイヤの点検，修正〉

⑴リムの変形，損傷の大きいものは空気漏れの原因 

となるので，リムフランジ部の変形，亀裂，損傷を 

点検し，修正，または交換する。

(2)タイヤトレッド部に食い込んだ石，ガラス，釘， 

金属片などは取除く。

⑶タイヤサイドウォール部の著しいクラックおよ 

びトレッド部の亀裂，損傷およびスリップサイン

(トレッドウヱアインジケータ）の露出したものは

交換する。
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タイヤ8¢ディスクホイール------ ホイールバランス，タイヤ，空気圧

(2)ホイールバランス

------- 調整----------------------------------------------------

ホイールバフンスほストレートコーン式アタッチ 

メントを使用してホイールバランサで調整をする。

，バランスウェイト外しは必ずスバル純正部品を使 

用する。

，バランスウェイトは再使用しない。

，バランスウェイトの打ち込みは，必ず樹脂ハンマー 

を使用する。

7、3ラVス登動的(耳部にて〉(片働102以下

重量(2) バランスウェスト純正部品番号

5 723141290

10 723141300

15 723141310

20 723141320

25 723141330

30 723141340

35 723141350

40 723141360

45 723141370

50 723141380

⑶タイヤ
-------- 口ーテーシヨン------------------------------------------

タイヤの偏摩耗を防ぐため，またタイヤの寿命を延 

ばすため，一定の走行距離ごと（5000—)に図のよう 

にタイヤの位置交換を行う。

くバイアスタイヤ〉

〔 2〕空気圧

空気压を軽積載と定積載の2通りに分けて設定した。
(^/〇〇!2)

車 種 タイヤサイズ
輊積載 定積載

前輪 後輪 前輪 後輪

トラック 350は積車 2界〇及び 
4觀

5.00-12-4尸尺 1.8 2.2 1.8 2.4

145尺12- 6 ？尺
135/95尺12 79/771^ 1.8 2.2 2.2 3.0

パ、 ン 350峨車 2…0及び 
4勸

5.00-12-41^/6 ？尺 1.8 2.2 2.2 3.0

145^12-6？^ 7
135/95尺12 79/771^ 1.8 2.2 2.2 3.0

トライ 2001^積車 2^0及び 
4觀

1455尺12 2.0 2.0 2.2 2.2

1553尺12 1.8 2.0 2.0 2.2

ぐ注記〉軽積載とは2名十100吆以下の時である。
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タイャ段デイスクホイール-------タイヤチェーン，ホイールキヤップ

〔 3〕タイヤチヱーン

標準装着タイヤにスバル純正タイヤチェーンを設定したので純正タイヤチェーンを使用する。 

】15チヱーンを使用する場合は下記型番が表示されているチヱーンを装着する。

タイヤサイズ
スバル品番

型番
スぅ ルチヱーン サイルチェーン

5.00-12 - 4？尺 尺

004501308
831760八005

45161

135/951^12 79/7711：
831760八0041553尺12

145只12 - 6？尺 
1453只12 004501311 ：831760八003

ぐ注記〉

，タイヤにチェーンを装着後，余ったチヱーンは針金で固定し，走行中ボデーに当たらないよ 

うにすること。

，上記の純正タイヤチヱーン及び了 チヱーン以外のチヱーンはタイヤ周辺部材に当り，損傷を 

きたすため使用しないこと。

〔4〕ホイールキャップ國仕様

ホイールキャップはセンタキャップ及びフルホイールキャップの2種類がある。

フルホイールキャップは脱着が容易で，かつスチールホイールの塗膜を傷付けない方式である。

センターキャップ フルホイールキャップ
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タイャゐデイスクホイール- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ホイールキャップ，スペアタイヤ

整備要領

—フルホイールキャップ

く取外し〉

ホイールキャップ切欠部に㊀ドライバー等を差込み

く取付け〉

ホイールキャップのVマークのあるバルブ位置を合 

せて，外周部を手のひらで押してはめ込む。

〔5〕スペアタイヤ

トラック，バンに標準装着タイヤと同サイズのスペアタイヤが装着されている。
但し，バンの5.00-12タイヤ装着車は6？尺がスペアタイヤとして装着されている。

く仕様および空気圧〉

トラック バン トライ

350は積車 350は積車 2001^積車

キヤブレータ⑺八)車
30車

キャブレータ（NA)車
50車

キャブレータ
(㈣車

30車
営農4\^0 左記以外 ハイカスタム 左記以外

145尺12- 6四

(3, 〇は/〇〇3)

ランバステ-付車
135/95^12

79/77111
(3響〇は/⑽2)

5.00-12-4？尺 
11^ 

(2,4はん2)

145尺12- 6叩

(3. 〇は/咖）

145尺12- 6

(3. 〇は/咖）

5.00普6？尺

〇-〇^/〇〇!2)

145尺12 - 6 ？只 
IX

(3,0^8/ 〇^)

1453尺12 
(2,2^7〇1〇2)

15551112
(2,2^7〇1〇2)

- ’：
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エンジンマウンティングシステム

〔1〕町車

単位：咕.
+ 0.9 

(716,3-0,6

1^6.5土 1

+ 0.9 
6.3-0,6

+ 0.9 
丁 6.3-0,6

丁 5‘5土1

マウンテイング 
ブラケットし㈠

クッシヨン 
ラバーし㈠

T 5.5土 1

クロスメン/ゞ 
フレート

T 6.3土().5

6.5 土 1

フロントー-------
エンジンマウン

く 2動

0.75土0.2
プロテクタ

T 3.8土 1

T 6.3土().5

9.0 土 1

フロント 
エンジンマウン

く 4驗

〒！ 3.3土 1

9.0土 1
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〔 2〕巳〇ソ丁車

エンジンマウンティングシステム
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